
97
・
０
％
と
、
ほ
ぼ
全
て
の

病
院
で
対
応
が
取
ら
れ
て
い

た 　
　
　
。
ま
た
、
感
染
拡

大
に
伴
う
職
員
の
確
保
に

「
支
障
が
あ
っ
た
」
と
の
回

答
は
32
・
８
％
、「
学
童
の
一

斉
休
校
の
影
響
が
あ
っ
た
」

の
回
答
は
57
・
５
％
と
６
割

近
く
に
及
ん
で
い
た　
　
　

  

。

　
一
斉
休
校
に
よ
る
影
響
の

具
体
的
内
容
で
は
「
子
供
を

連
れ
て
出
勤
」「
看
護
職
員
の

確
保
」「
人
員
不
足
に
よ
る
超

過
残
業
」「
外
来
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
が
で
き
な
い
」
な
ど
の

ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

　
医
療
経
営
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
「
３
月
の
医
療
収
入

が
減
収
見
込
み
」
と
の
回
答

が
約
８
割
で
あ
っ
た　
　
　
。

　

道
内
は
、
緊
急
事
態
宣
言

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
野
山
で
は
雪
融
け
が
進
み
、

桜
の
開
花
が
待
ち
遠
し
い
季

節
が
訪
れ
た
。
し
か
し
、
今

年
は
例
年
と
異
な
っ
た
新
年

度
を
迎
え
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
か
ら
入

学
式
や
入
社
式
を
取
り
や
め

る
学
校
・
会
社
が
続
出
し
て

い
る
。
市
民
生
活
に
も
影
響

が
生
じ
た
▼
医
療
界
で
は
１

年
お
き
の
診
療
報
酬
改
定
年

を
迎
え
た
が
、
北
海
道
厚
生

局
の
集
団
指
導
を
は
じ
め
、

本
会
の
新
点
数
検
討
会
や
医

師
会
・
歯
科
医
師
会
の
点
数

説
明
会
も
や
む
な
く
開
催
を

中
止
し
た
。
さ
ら
に
歯
科
に

お
け
る
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合

金
の
逆
ザ
ヤ
問
題
は
、
今
次

改
定
で
も
全
く
解
消
さ
れ
ず
、

今
後
の
医
院
経
営
に
不
安
を

残
し
た
▼
先
日
の
新
聞
に「
笑

い
の
効
能
」
と
い
う
記
事
が

目
に
つ
い
た
。
あ
る
医
学
実

験
で
は
、
笑
う
こ
と
に
よ
っ

て
が
ん
細
胞
や
ウ
イ
ル
ス
を

や
っ
つ
け
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ

ラ
ー
細
胞
の
活
性
化
が
証
明

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら

に
血
圧
を
下
げ
る
効
果
が
あ

る
と
も
書
か
れ
て
い
た
▼
世

界
中
で
感
染
が
深
刻
な
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
も
笑

う
こ
と
で
制
圧
で
き
な
い
も

の
か
。
私
事
で
恐
縮
だ
が
、

今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
は

じ
め
地
震
・
豪
雨
等
自
然
災

害
に
対
し
て
も
備
え
の
重
要

性
を
痛
感
し
て
い
る
。「
喉
元

過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る
」

で
は
い
け
な
い
と
。

加藤 康夫

（
龍
）

2020年（令和2年）4月5日

　

本
会
は
、３
月
９
日
付
け
で「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
伴
う
医
療
経
営
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
北
海
道
内
の
医
療
機
関
の

う
ち
２
９
１
病
院
を
対
象
に
実
施
し
、同
月
16
日
ま
で
に
１
４
６
医
療

機
関
か
ら
回
答
を
得
た（
回
収
率
50
・２
％
）。約
８
割
も
の
医
療
機

関
が
経
営
に
直
撃
す
る
と
回
答
し
た
ほ
か
、マ
ス
ク
、消
毒
液
な
ど

の
衛
生
材
料
不
足
に
困
惑
す
る
多
数
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（1）第925号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

る
」
と
回
答
し
た　
　
　

。

ま
た
、
外
来
で
は
、
57
・
５

％
の
病
院
で
「
受
診
の
制
限
」

を
行
っ
て
い
た　
　
　
。
具

体
的
に
は
「
発
熱
患
者
の
隔

離
」「
予
約
制
の
診
療
体
制
」

な
ど
の
ほ
か
「
発
熱
症
状
の

あ
る
新
患
は
受
診
を
断
る
」

と
の
回
答
も
あ
っ
た
。
医
療

現
場
で
は
、
診
療
体
制
の
見

直
し
を
は
じ
め
対
応
に
苦
慮

し
て
い
る
状
況
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　
入
院
で
は
、「
患
者
の
受
け

入
れ
を
制
限
し
て
い
る
」
と

の
回
答
は
37
・
７
％
で
「
見

舞
い
の
制
限
」
に
つ
い
て
は

的
措
置
と
し
て
施
設
基
準
の

特
例
等
の
対
応
が
必
要
で
あ

る
。

　
自
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
特
別
な
対
応

に
つ
い
て
は
、
約
９
割
の
医

療
機
関
で
「
対
応
を
し
て
い

基
準
の
届
け
出
に
つ
い
て
は

28
・
６
％
の
医
療
機
関
が「
間

に
合
わ
な
い
」
と
回
答
し
た

　
　
　
。

　
本
会
は
、
３
月
４
日
付
け

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
い
診
療
報
酬
改

定
を
延
期
す
る
よ
う
要
望
書

を
安
倍
首
相
等
に
提
出
し
た
。

せ
め
て
、
終
息
ま
で
の
臨
時

　
診
療
報
酬
改
定
の
実
施
に

つ
い
て
は
「
４
月
で
よ
い
」

が
52
・
７
％
に
対
し
「
実
施

を
延
期
し
て
欲
し
い
」が
44
・

５
％
の
回
答
で
あ
っ
た
。　

　
約
半
数
の
医
療
機
関
が
延

期
を
希
望
し
て
お
り
、
施
設

に
よ
る
外
出
控
え
の
影
響
も

顕
著
で
、
医
療
経
営
に
大
き

な
打
撃
に
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
ま
た
、
定
期
受
診

が
必
要
な
患
者
も
、
受
診
控

え
に
よ
る
病
状
悪
化
の
懸
念

も
あ
り
、
感
染
者
以
外
の
患

者
へ
の
対
応
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
今
調
査
の
記
述
回
答
で
寄

せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
で
は
、

マ
ス
ク
、
消
毒
液
な
ど
の
衛

生
材
料
の
不
足
を
訴
え
る
切

迫
し
た
声
が
非
常
に
多
く
、

事
態
の
深
刻
化
が
う
か
が
わ

れ
た　
　
　
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
専
門
家
会
議
」
の
中
の

議
論
で
は
、
感
染
防
御
対
策

を
し
っ
か
り
と
っ
た
上
で
診

療
を
行
っ
た
場
合
、
医
師
は

濃
厚
接
触
者
に
は
当
た
ら
な

い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
感
染
防
護
用

品
等
の
供
給
が
滞
る
中
、
医

療
従
事
者
は
感
染
リ
ス
ク
を

抱
え
な
が
ら
診
療
に
臨
ま
ざ

る
を
得
え
な
く
な
る
状
況
が

懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

日
本
で
も
入
院
患
者
等
の
急

増
に
よ
る
「
医
療
崩
壊
」
が

危
惧
さ
れ
は
じ
め
、
入
院
提

供
体
制
等
の
整
備
に
つ
い
て

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
重
要
な
こ
と
は
、
地
域

医
療
を
確
保
し
つ
つ
感
染
拡

大
の
防
止
に
全
力
を
挙
げ
る

こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
罹
患
者
を
診
療
し
な
い

一
般
の
医
療
機
関
は
、
外
来
・

入
院
と
も
に
患
者
が
減
少
し

経
営
が
悪
化
し
て
い
る
。
ま

た
、
ウ
イ
ル
ス
罹
患
者
を
診

察
、
対
応
を
し
た
こ
と
が
後

日
判
明
し
た
場
合
は
、
対
応

し
た
医
療
従
事
者
が
診
療
制

限
を
受
け
か
ね
ず
、
風
評
被

害
の
起
こ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
本
会
は
、
各
医
療
機
関
や

医
療
従
事
者
が
不
安
を
解
消

し
そ
の
責
務
に
全
力
で
取
り

組
め
る
よ
う
、
国
・
自
治
体

等
に
よ
る
衛
生
材
料
等
の
医

療
物
資
の
安
定
供
給
と
マ
ン

パ
ワ
ー
を
確
保
し
医
療
機
能

を
維
持
す
る
た
め
の
環
境
整

備
な
ど
実
効
性
の
あ
る
対
応

を
求
め
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
な
お
、
本
調
査
結
果
は
、

多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
関

心
を
集
め
新
聞
等
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
。

半
数
が

改
定
延
期
求
め
る

外
来
・
入
院

　
　
　
共
に
制
限

病
院
の
経
営
を

　
　
　
　
　
直
撃

感
染
リ
ス
ク

　
　
　
　
軽
減
を

終
息
に
向
け
た

　
今
後
の
対
応
は

図
1

図
2

図
3

図
4

図
5図

6

表
1

主な目次　

解
説
「
医
科
・
歯
科
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

周
術
期
口
腔

機
能
管
理
」

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
会
員
訪
問

読
後
感

時
論「
金
パ
ラ『
逆
ザ
ヤ
』根

本
的
な
制
度
見
直
し
を
」

●
…
面
２

●
…
面
３

●

●
…
面
４

医
療
経
営
に
大
き
な
打
撃

減
収
見
込
み
お
よ
そ
８
割

図1 4月診療報酬改定は

図2 コロナウイルスへの特別な対応は

図3 外来受診制限は

図4 入院の受け入れは

図5 学童の一斉休校による影響は

図6 3月の医療収入見込みは

表1 新型コロナウイルス感染防止対策に対する意見や要望など　（抜粋）

4月でよい
52.7％

延期して欲しい
44.5％

NA　2.8％

対応している
88.3％していない

10.3％

NA　1.4％

制限している
57.5％

制限していない
39.7％

NA　2.8％

制限している
37.7％

制限していない
61.6％

NA　0.7％

影響ある
57.5％

影響ない
40.4％

変わらない
19.9％

増収見込み
0.0％

NA　2.1％

NA　0.6％

新型コロナ

医療従事者用のマスクの在庫が枯渇してい
ます。関係機関に、医療業界団体として何ら
かの働き掛けをしていただければありがたい。

対応対策に追われているため、予測のつか
ない変化に弱い状態です。よって診療報酬
改定は延ばし、今はコロナウイルスの終息
に全力を注ぐべきだと思います。

行政による迅速な対応と明確な指示。

出来る限りのことはしているが長期に渡る
と職員の負担が大きくマスク等もなかなか
入ってこないのが現状です。

不安のある人の検査を積極的に実施できる
体制づくり、一度、白黒をつけることが出来
れば、不安感と拡散を防ぐことができ経済
的影響も最小限にできると考える。どこの病
院でも検査ができる体制をお願いしたい。

通常時でも使用している感染防護用品（マス
ク、擦式消毒剤）の不足で大変困っている。

備蓄用マスクが不足になりつつあり、職員
が不安になっていく。

マスク、消毒剤等の確保が困難である。

外来、デイサービスは大幅な減収となる。4月
以降も続くようであれば資金不足になる恐れ
あり。消費税・新型コロナ・報酬のマイナス改
定でトリプルパンチです。アルバイト、パート
医師の勤務キャンセルが続いている。医師体
制の維持も日に日に厳しさを増している。

病院職員のマスクが不足している。色々な
方面にマスクを依頼しているが入荷困難な
状況である。

物も足らず、人も足りず、収入も減って苦し
い状況です。十分な対策が困難です。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

患者さん職員とも行動制限によりストレスが
溜まってきているのが心配。気分転換できる安
全な方法が知りたいです（患者さん職員とも）。

色々ありますが、強いて言えば基幹病院に紹
介しても検査したかどうか結果についての連
絡回答がない。または、遅い。診療報酬改定
は、各々医療機関の問題（コロナ関連で）を抱
えている中で、足並みがそろっていなく非常
に困惑している。働き方改革どころではない。

情報不足で手探りで対応している。地域ご
との連携医療機関の役割を決めて欲しい。
受診難になっている患者が沢山います。先
日、4件受診を断られた患者がいました。

施設基準の特別措置を要望して欲しい。医
療消耗品の安定供給を早期に期待する。診
療報酬改定を是非延期して欲しい。

医療現場へマスク等の消耗品を確保・優先
支給を国へ要望してください。

政府が決定したことによる外来減少に直面
しすぎており、仕方がないことだと思ってい
ても、経営的には大変厳しいと痛感してい
る。東京からくる非常勤医師のキャンセルも
大変です。

予防機材等の供給（不足により）、職員の防止
対策において十分な対策が行えておりません。

勤務軽減等に対する保障及び体温（37.5
度以上）による強制退社したケースの保障
に関する対応についての情報が欲しいです。

マスク等の医材供給不足。職員の継続確保
への不安。

消毒薬の入荷見通しが非常に厳しい。マス
ク等も医療機関への入庫を一定配慮し対
応してもらいたい。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

減収見込み
79.5％



医師はがん治療前の口腔管理の
重要性を説明し、歯科受診の同意
を得る
診療情報提供書を作成
（チェックボックス式）

がん治療前の歯科受診の必要性の
説明
連携困難患者のスクリーニング

・水平埋伏智歯
・歯科治療恐怖症
・高齢　転倒リスク
・残根多数　等

がん診療連携登録歯科医リストを
提示し連携先歯科医院の決定

歯科衛生士の
PHSに連絡

連携先歯科医院の決定：かかりつけ
歯科医院または連携登録歯科医リスト
から連携登録歯科医院を選択
予約：電話で予約　FAXで診療情報
提供書の事前送信　予約票と診療情報
提供書他書類を患者に渡す

適
応
拡
大
さ
れ
、
２
０
１
８

年
か
ら
は
が
ん
以
外
の
疾
患

（
人
工
関
節
置
換
術
、
心
臓
血

管
外
科
手
術
、
臓
器
移
植
手

術
、
脳
卒
中
に
対
す
る
手
術
）

に
対
し
て
も
算
定
が
可
能
と

な
っ
た
。
術
前
口
腔
管
理
後

に
手
術
を
行
っ
た
場
合
に
は

医
科
側
に
も
周
術
期
口
腔
機

能
管
理
後
手
術
加
算
（
２
０

０
点
）
が
算
定
可
能
で
あ
り
、

依
頼
増
加
に
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

　
が
ん
薬
物
療
法
は
外
来
通

院
で
治
療
さ
れ
る
患
者
が
増

え
て
き
て
お
り
、
が
ん
薬
物

療
法
中
に
、
地
域
歯
科
診
療

所
を
受
診
す
る
。
が
ん
薬
物

療
法
中
の
口
腔
粘
膜
炎
の
管

理
は
病
院
歯
科
の
み
な
ら
ず
、

療
所
に
お
い
て
も
納
品
さ
れ

つ
つ
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
を

示
し
た
。歯
科
で
の
み
保
険
適

応
さ
れ
て
い
る
エ
ピ
シ
ル
®

の
地
域
歯
科
診
療
所
へ
の
納

品
実
績
数
は
医
科
歯
科
連
携

の
実
績
を
反
映
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　
顎
下
腺
癌
術
後
、
放
射
線

治
療
後
20
年
経
過
さ
れ
た
75

歳
男
性
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

供
覧
し
た
。
治
療
後
15
年
、

顎
骨
疼
痛
が
増
悪
し
、
当
科

を
受
診
さ
れ
た
。
著
し
い
開

口
障
害
の
た
め
、
口
腔
衛
生

状
態
は
不
良
で
あ
り
残
根
が

多
数
認
め
ら
れ
た
。
下
顎
骨

は
放
射
線
性
顎
骨
壊
死
の
た

め
病
的
骨
折
の
寸
前
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
食
事
摂
取
不

良
と
な
り
胃
瘻
が
造
設
さ
れ
、

顎
骨
も
病
的
骨
折
に
至
っ
た
。

現
在
は
、
麻
薬
性
鎮
痛
剤
で

疼
痛
管
理
さ
れ
て
い
る
が
、

食
事
の
経
口
摂
取
は
で
き
ず
、

抑
う
つ
状
態
に
な
る
こ
と
が

多
い
と
語
ら
れ
た　
　
　
。

癌
の
制
御
に
よ
っ
て
長
期
生

存
で
き
て
い
て
も
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

著
し
い
低
下
は
人
生
に
お
け

る
喜
び
を
奪
っ
た
。
放
射
線

治
療
開
始
前
か
ら
口
腔
管
理

が
し
っ
か
り
継
続
さ
れ
て
い

れ
ば
と
、
悔
や
ま
れ
る
症
例

で
あ
る
。
頭
頸
部
放
射
線
の

影
響
は
永
続
す
る
た
め
、
口

腔
機
能
管
理
に
終
わ
り
は
な

い
。
医
科
・
歯
科
連
携
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
病
院
・

診
療
所
間
で
も
連
携
し
な
が

ら
口
腔
機
能
管
理
を
継
続
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
乳
が
ん
骨
転
移
で
デ
ノ
ス

マ
ブ
（
ラ
ン
マ
ー
ク
®
）
開

始
後
に
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ（
骨
吸
収

抑
制
薬
関
連
顎
骨
壊
死
）
に

至
っ
た
45
歳
女
性
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
供
覧
し
た
。
５
年

前
に
他
院
で
化
学
療
法
開
始

時
に
デ
ノ
ス
マ
ブ
も
開
始
さ

れ
た
。
入
院
中
の
病
院
歯
科

で
周
術
期
等
口
腔
機
能
管
理

が
開
始
さ
れ
た
が
、
退
院
の

際
に
地
域
歯
科
診
療
所
へ
の

病
診
連
携
は
行
わ
れ
な
か
っ

た
。
５
年
後
、
転
居
に
伴
い

当
院
乳
腺
外
科
で
治
療
を
引

き
継
い
だ
際
に
下
顎
全
体
の

疼
痛
を
訴
え
、
当
科
を
受
診

さ
れ
た
。
デ
ノ
ス
マ
ブ
は
す

で
に
60
回
投
与
さ
れ
て
い
た

が
口
腔
管
理
は
継
続
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
下
顎
に
は
多

数
の
残
根
歯
肉
か
ら
の
排
膿

と
右
下
顎
、
右
上
顎
に
腐
骨

の
露
出
が
認
め
ら
れ
、
上
下

顎
の
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
で
あ
っ
た
。

患
者
は
デ
ノ
ス
マ
ブ
開
始
時

に
顎
骨
に
影
響
が
出
る
可
能

性
は
説
明
を
受
け
た
が
、
こ

こ
ま
で
重
篤
な
状
態
に
な
る

と
は
全
く
想
像
し
て
い
な
か

っ
た
。
ま
た
、
定
期
的
な
口

腔
管
理
の
必
要
性
を
も
っ
と

強
く
勧
め
て
欲
し
か
っ
た
、

と
述
べ
ら
れ
た　
　
　
。
頭

頸
部
放
射
線
治
療
の
口
腔
機

能
管
理
と
同
様
に
、Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ｊ
予
防
の
口
腔
機
能
管
理
に

お
い
て
も
最
も
大
切
な
こ
と

は
継
続
性
で
あ
る
。

　
全
国
に
１
５
０
０
０
人
以

上
い
る
、
が
ん
診
療
連
携
登

録
歯
科
医
師
に
よ
り
活
躍
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
北
海
道

が
ん
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
連

携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
た　
　
　
。
当
科
で
入

院
中
に
介
入
し
た
患
者
の
口

腔
管
理
を
地
元
の
歯
科
診
療

所
に
引
き
継
ぐ
病
診
連
携
を
、

後
連
携
と
呼
ん
で
い
る
。
ま

た
、
が
ん
治
療
科
か
ら
直
接
、

地
域
歯
科
診
療
所
に
患
者
を

紹
介
し
、
が
ん
治
療
開
始
前

の
口
腔
内
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
依
頼
す
る
連
携
シ
ス
テ
ム

を
前
連
携
と
呼
ん
で
い
る

　

  

。
前
連
携
シ
ス
テ
ム
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
し
医
科
歯

科
連
携
に
お
け
る
診
療
情
報

提
供
書
の
重
要
性
に
つ
い
て

述
べ
た
。
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本
が

躍
進
し
た
一
因
と
し
て
「
オ

フ
ロ
ー
ド
パ
ス
」
が
あ
っ
た
。

タ
ッ
ク
ル
を
受
け
体
制
を
崩

し
な
が
ら
も
仲
間
を
信
頼
し

繰
り
出
す
ノ
ー
ル
ッ
ク
パ
ス

で
あ
る
。
こ
れ
は
厳
し
い
練

習
の
中
で
仲
間
と
イ
メ
ー
ジ

共
有
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら

成
り
立
つ
高
等
技
術
で
あ
る
。

い
き
な
り
医
科
歯
科
の
連
携

に
お
い
て
オ
フ
ロ
ー
ド
パ
ス

を
求
め
る
必
要
は
無
い
。
医

科
歯
科
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と

な
っ
て
周
術
期
等
口
腔
機
能

管
理
を
推
進
す
る
に
は
、ま
ず

は
し
っ
か
り
目
を
合
わ
せ
て
簡

単
な
パ
ス
の
交
換（
診
療
情
報

提
供
書
の
や
り
と
り
）を
繰
り

返
し
な
が
ら
相
互
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
第
一
歩
で
あ
る
。

北 海 道 保 険 医 新 聞 第925号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2020年（令和2年）4月5日 （2）

一
般
開
業
歯
科
に
も
知
識
・

技
術
と
し
て
求
め
ら
れ
る
時

代
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
に

保
険
収
載
さ
れ
た
口
腔
粘
膜

保
護
剤
で
あ
る
エ
ピ
シ
ル
®

に
つ
い
て
、
病
院
歯
科
の
み

な
ら
ず
徐
々
に
地
域
歯
科
診

医
科
・
歯
科
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

周
術
期
口
腔
機
能
管
理

―
 

手
術
、放
射
線
治
療
、化
学
療
法
の
合
併
症
予
防 ―

い
る
。た
だ
、残
念
な
が
ら
一

般
開
業
歯
科
に
浸
透
し
て
い

る
と
は
言
い
が
た
い
の
が
現

状
で
あ
る
。本
講
演
で
は
周
術

期
等
口
腔
機
能
管
理
の
ポ
イ

ン
ト
と
医
科
歯
科
連
携
の
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
周
術
期
等
口
腔
機
能
管
理

の
保
険
算
定
要
件
は
徐
々
に

　
２
０
１
２
年
に
保
険
収
載

後
８
年
が
経
過
し
た
「
周
術

期
等
口
腔
機
能
管
理
」
は
医

科
歯
科
連
携
の
架
け
橋
と
し

て
、
我
々
の
診
療
に
根
付
い

て
き
た
だ
ろ
う
か
。
病
院
歯

科
に
お
い
て
は
、
従
来
の
専

門
的
口
腔
外
科
診
療
に
加
え
、

院
内
需
要
の
高
ま
り
か
ら
、

新
た
な
診
療
の
柱
と
し
て
周

術
期
等
口
腔
機
能
管
理
に
取

り
組
む
施
設
が
増
え
て
き
て

図1 顎下腺癌術後・放射線治療後 20年経過

図2 乳癌骨転移　ランマーク導入後5年経過　

図3 北海道がんセンターの3つの医療連携

図4 当院の前連携（がん治療前歯科受診）システム

歯
科
臨
床
講
演
会

図
1

図
2

図
3

図

4

周
術
期
等
口
腔

　
　
機
能
管
理
と
は 

が
ん
薬
物
療
法
と

　
　
口
腔
機
能
管
理

頭
頸
部
放
射
線
治
療
の

　
　
　
口
腔
機
能
管
理

Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
の
予
防
の

　
　
　
口
腔
機
能
管
理

　
２
月
22
日
に
開
催
し
た
歯
科
臨
床
講
演
会

「
医
科
・
歯
科
Ｏ
Ｎ
Ｅ 
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

周
術
期

口
腔
機
能
管
理
」の
要
旨
を
掲
載
す
る
。 金

パ
ラ「
逆
ザ
ヤ
」

　

根
本
的
な
制
度
見
直
し
を

　
「
今
次
診
療
報
酬
改
定
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
急
激
な
勢
い

で
全
国
各
地
に
拡
大
し
、

社
会
が
混
乱
し
た
状
況
の

さ
中
で
行
わ
れ
た
。
厚
労

省
に
よ
る
診
療
報
酬
改
定

説
明
会
（
技
官
会
議
）
は

中
止
さ
れ
、
代
替
策
と
し

て
動
画
配
信
で
対
応
し
た
。

ま
た
、
地
方
厚
生
局
主
催

の
集
団
指
導
、
各
医
療
団

体
の
説
明
会
も
相
次
ぎ
中

止
と
な
り
、
改
定
内
容
の

周
知
徹
底
が
例
年
以
上
に

困
難
な
状
況
下
で
の
実
施

と
な
っ
た
。

　
歯
科
で
は
、
歯
科
材
料
・

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

（
金
パ
ラ
）
市
場
価
格
の

時
点
の
公
示
価
格
の
±　

 

％
を
超
え
た
場
合
、
価
格

改
定
を
行
う
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。
全
国
歯
科
医
療

機
関
の
「
逆
ザ
ヤ
」
即
時

解
消
を
求
め
る
声
に
応
え

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い

え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で

は
金
パ
ラ
高
騰
を
取
り
繕

う
だ
け
の
対
応
に
過
ぎ
ず
、

医
療
と
か
か
わ
り
の
な
い

投
機
対
象
と
な
る
材
料
価

格
の
変
動
が
歯
科
医
療
に

影
響
を
及
ぼ
す
問
題
は
残

っ
た
ま
ま
だ
。

　
本
会
は
歯
科
医
療
に
お

け
る
金
パ
ラ
の
「
逆
ザ
ヤ
」

を
根
本
的
に
解
消
す
る
た

め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

異
常
な
高
騰
に
対
応
す
べ

く
保
険
償
還
価
格
が
30

グ
ラ
ム
換
算
で
５
０
２
５

０
円
か
ら
６
２
４
９
０
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
し

か
し
、
全
国
の
歯
科
医
療

機
関
で
の
実
際
の
金
パ
ラ

購
入
価
格
を
調
査
し
た
保

団
連
の
「
金
パ
ラ
『
逆
ザ

ヤ
』
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」
に

よ
れ
ば
、
３
月
時
点
の
購

入
価
格
の
平
均
は
８
７
４

８
３
円
だ
っ
た
。
保
険
償

還
価
格
と
実
勢
購
入
価
格

の
「
逆
ザ
ヤ
」
は
、
今
次

改
定
に
よ
っ
て
も
依
然
と

し
て
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま

だ
。
　
「
逆
ザ
ヤ
」
総
額
は
、
前

回
改
定
の
19
年
10
月
か
ら

20
年
３
月
ま
で
の
６
カ
月

の
累
計
で
３
５
０
億
５
千

万
円
に
も
上
り
、
こ
れ
は

今
次
歯
科
診
療
報
酬
改
定

の
財
源
、
約
１
８
０
億
円

の
実
に
２
倍
に
な
る
。
厚

労
省
に
よ
る
保
険
金
属
材

料
価
格
の
評
価
に
お
け
る

現
行
シ
ス
テ
ム
の
制
度
的

欠
陥
に
よ
っ
て
生
じ
た「
逆

ザ
ヤ
」
を
、
個
々
の
医
療

機
関
が
長
年
に
わ
た
り
負

担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
異
常
と
も
い
え
る
状
況

は
早
急
に
解
決
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
３
月
25
日
の
中
医
協
総

会
で
は
、
金
パ
ラ
高
騰
へ

の
対
応
と
し
て
、
診
療
報

酬
改
定
、
随
時
改
定
の
３

カ
月
後（
７
月
、１
月
）に
素

材
価
格
の
変
動
幅
が
そ
の

　

北
海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー　

歯
科
口
腔
外
科
医
長　

秦　

浩
信

今
後
の
展
望

著しい開口障害と多数の残根を認める 皮膚瘻の形成を認める

初診時左顎骨は病的骨折寸前の状態

デノスマブ導入時　40歳

当科初診時　45歳　下顎歯はほぼ残根状態

歯科には5年間
かかりませんでした

15



ま
た
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
入
口
に

張
り
紙
告
知
（
当
初
は
武
漢

か
ら
の
中
国
人
、
帰
国
者
、

接
触
者
に
対
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
現
在
は
一
般
の
熱

発
者
、
呼
吸
器
症
状
の
方
に

対
し
て
も
空
間
的
、
時
間
的

に
他
の
外
来
患
者
と
の
隔
離

を
目
的
に
）
を
し
て
い
る
。

　
千
歳
市
は
２
月
21
日
（
空

港
検
疫
官
）、
２
月
28
日
（
10

歳
未
満
男
児
）
の
報
告
が
さ

れ
て
い
る
が
、
３
月
21
日
現

在
感
染
者
報
告
数
２
例
は
幸

い
に
も
少
な
い
と
思
う
。
確

か
に
日
々
の
診
療
で
肺
炎
が

増
え
て
い
る
印
象
は
な
い
。

し
か
し
、
無
〜
軽
症
の
隠
れ

感
染
者
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
が

一
般
診
療
で
は
で
き
な
い
以

上
見
逃
さ
れ
て
い
る
可
能
性

は
あ
り
、
今
後
、
爆
発
的
な

感
染
拡
大
（
オ
ー
バ
ー
シ
ュ

ー
ト
）
が
起
こ
ら
な
い
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

（3）第925号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2020年（令和2年）4月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

世
界
の
起
源

候
変
動
に
関
わ
る
地
軸
の
ミ

ラ
ン
コ
ヴ
ィ
チ
・
サ
イ
ク
ル

な
ど
視
野
に
入
れ
て
辿
っ
て

ゆ
く
。

　
更
に
は
人
類
の
個
々
の
細

胞
内
に
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
遺
伝

子
暗
号
か
ら
古
い
時
代
の
記

憶
を
拾
い
読
み
し
て
ゆ
く
、

或
い
は
天
体
望
遠
鏡
な
ど
を

通
し
て
構
築
し
た
宇
宙
の
影

響
力
、
地
球
外
生
命
体
と
の

関
係
な
ど
興
味
は
尽
き
な
い
。

　
私
は
誰
、
こ
こ
は
何
処
？

人
類
滅
亡
が
見
え
隠
れ
す
る

よ
う
な
昨
今
ど
う
生
き
れ
ば

良
い
の
か
？
そ
の
答
え
を
示

唆
し
て
く
れ
る
よ
う
な
人
智

の
集
積
を
分
か
り
易
く
教
え

て
く
れ
る
現
代
人
必
携
の
書

か
も
し
れ
な
い
。
人
類
の
進

化
を
地
球
そ
の
も
の
の
歴
史
、

す
な
わ
ち
岩
石
・
地
層
な
ど

に
残
さ
れ
た
地
球
の
記
憶
を

大
陸
移
動
の
プ
レ
ー
ト
テ
ク

ト
ニ
ク
ス
理
論
や
太
古
の
気

（
Ｎ
・
Ｈ
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
次
年
度
準
備
に
つ
い
て

　
・  

２
０
１
９
年
年
度
活
動
報
告
、
２
０
２
０
年
度

　

  

歯
科
部
予
算
要
求
、
活
動
方
針
の
１
次
案
の
内

　

  

容
確
認
を
行
っ
た
。

②「
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
　
実
勢
価
格
調
査
」

　
全
国
調
査
に
つ
い
て

　

 

・ 

調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
確
認
を
行
っ
た
。

③
金
パ
ラ「
逆
ザ
ヤ
」の
即
時
解
消
を
求
め
る
要
請
署
名

　
に
つ
い
て

　
・
要
請
署
名
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
へ
の
対
応
に
伴
う
緊
急

　
要
請
書
発
出
に
つ
い
て

　
・  

本
会
か
ら
の
緊
急
要
請
書
の
内
容
確
認
を
行
っ
た
。

⑤
そ
の
他

　
・  

帯
広
・
十
勝
支
部
研
修
会
講
師
派
遣
に
つ
い
て

　
・  （
４
／
５
号
）「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」
原
稿
の

　

  

確
認 第

12
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
3
月
11
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

２
０
２
０
年
度
第
１
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

４
月
8
日（
水
）午
後
７
時

が
出
入
り
す
る
千
歳
市
は
、

感
染
者
発
生
の
可
能
性
が
高

い
と
危
惧
さ
れ
た
。

　
１
月
28
日
に
は
道
内
１
例

目
（
武
漢
か
ら
の
中
国
人
旅

行
者
）
の
陽
性
患
者
が
確
認

さ
れ
て
以
来
、
当
院
で
も
対

策
を
検
討
し
て
き
た
。
マ
ス

ク
、ゴ
ー
グ
ル
、ア
ル
コ
ー
ル

等
消
毒
薬
の
確
保（
も
ち
ろ

ん
十
分
で
は
な
い
の
だ
が
）、

非
接
触
型
の
体
温
計
、
外
国

人
が
来
た
時
に
職
員
が
意
思

疎
通
で
き
る
よ
う「
ポ
ケ
ト

ー
ク
」
の
導
入
な
ど
で
あ
る
。

　
今
年
の
正
月
、
中
国
武
漢

で 

新
型
肺
炎
が
流
行
っ
て
い

る
と
の
報
道
を
初
め
て
耳
に

し
た
が
、
そ
の
時
は
こ
こ
ま

で
世
界
中
に
広
が
る
と
は
思

っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
一
気
に
身
近
に
感
じ
た
の

は
１
月
24
日
、
武
漢
か
ら
の

中
国
人
旅
行
者
が
高
熱
で
千

歳
市
内
の
病
院
に
搬
送
さ
れ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
疑
わ
れ
る
と
の
報
道
が

流
れ
た
時
だ
。
結
果
は
陰
性

で
あ
っ
た
が
、
国
際
空
港
を

持
ち
多
く
の
外
国
人
旅
行
者
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新
型
コ
ロ
ナ
騒
動（
千
歳
よ
り
）

千
歳
支
部　

支
部
長　

木
田
雅
也

施設基準の届出は4月20日まで

　
ル 

イ 

ス 

・ 

ダ 

ー 

ト 

ネ 

ル 

著

河 

出 

書 

房 

新 

社

　診療報酬改定によって施設基準の定められた新設点数や、
施設基準が変更された既存点数を４月以降も引き続き算定
する場合は、北海道厚生局等へ届出を行う必要があります。
届出にあたっては、届出書及び届出書添付書類を「一通」北海
道厚生局へ提出し、提出した書類の写しを医療機関で保管し
ておきます。
　2020年4月については20日（月）までに届出書の提出があ
り、同月末日までに要件審査を終え、届出が受理されたものに
ついては4月1日に遡って算定できるとされていますが、要件
審査に時間がかかる場合もあるためご注意ください。
　なお、北海道厚生局は、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため「郵送」による提出と、締め切り日直前に届出が集中す
ることが予想されることから、可能な限り4月15日（水）までに
提出するよう呼び掛けておりますので、ご確認ください。

利
益
と
な
り
ま
す
。
ま
た
当

院
で
は
子
育
て
や
介
護
な

ど
、
職
員
の
人
生
の
ス
テ
ー

ジ
に
寄
り
添
っ
た
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

診
療
の
質
向
上
と
職
員
の
自

己
実
現
は
、
相
交
わ
る
目
標

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

―

ご
趣
味
は

　
趣
味
が
高
じ
て
プ
ロ
麻
雀

の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
ま

し
た
。
最
高
位
戦
日
本
プ
ロ

麻
雀
協
会
で
競
技
麻
雀
の
選

手
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま

す
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
常
に
疑
問
を
持
っ
て
考
察

を
深
め
、
人
生
を
か
け
て
真

理
に
近
づ
く
こ
と
が
私
の
目

標
で
す
。
目
標
に
む
か
っ
て

邁
進
す
る
な
か
で
患
者
さ
ん

や
職
員
の
た
め
に
な
る
こ
と

「本音の医療」を理念に

遠藤　陶子 先生
Ｈ・Ｎ・メディック　札幌市・厚別区114114

略歴
　1976年生まれ。小樽市出身。2002年に岩手医科
大学を卒業。北大第２内科に入局し、2009年に博士
課程を修了、米国ハーバード大学に留学する。2012
年に帰国後、Ｈ・Ｎ・メディックに勤務し、2019年に理
事長・院長に就任。

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

―

開
業
後
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

　
開
業
と
い
う
よ
り
、
先
代

か
ら
の
事
業
継
承
な
の
で
す

が
、
理
事
長
就
任
後
数
ヶ
月

で
出
産
し
た
こ
と
は
、
苦
労

で
あ
り
よ
ろ
こ
び
で
も
あ
り

ま
し
た
。「
女
性
リ
ー
ダ
ー

が
出
産
し
な
が
ら
組
織
を
率

い
る
こ
と
は
可
能
な
ん
で
す

よ
」
と
い
う
こ
と
を
体
現
す

―

ご
専
門
は

　
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
の
研
究

で
学
位
を
取
得
し
、
臨
床
免

疫
学
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は

透
析
医
療
を
主
体
と
し
て
勤

務
、
維
持
透
析
患
者
さ
ん
の

二
次
性
副
甲
状
腺
機
能
亢
進

症
や
慢
性
炎
症
に
よ
る
貧
血

な
ど
の
臨
床
研
究
と
、
バ
ス

キ
ュ
ラ
ー
ア
ク
セ
ス
手
術
に

る
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

無
理
な
く
実
現
す
る
こ
と
で

後
進
の
た
め
に
な
れ
ば
と
も

思
い
ま
す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
「
本
音
の
医
療
」が
当
院
の

掲
げ
る
理
念
で
す
。「
本
当
に

必
要
な
こ
と
」は
、患
者
さ
ん

に
よ
っ
て
、ま
た
そ
の
病
時

期
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、

目
の
前
の
事
象
を
つ
ぶ
さ
に

観
察
し
考
察
す
る
こ
と
こ
そ

が
日
常
診
療
の
基
本
姿
勢
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

目
指
す
医
院
像
は

　
診
療
の
質
を
保
つ
た
め
に

は
、私
を
は
じ
め
医
療
者
の

常
な
る
自
己
研
鑽
が
必
須
で

す
。職
員
一
人
ひ
と
り
が
や

り
が
い
を
見
い
だ
せ
ば
、
そ

れ
は
そ
の
ま
ま
患
者
さ
ん
の

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
幸
せ

な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

―

保
険
医
会
へ
の
要
望
や
期
待

　
市
民
教
育
に
力
を
入
れ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
公
衆
衛
生
の
考
え
方
は
医

学
の
す
べ
て
の
分
野
に
お
い

て
と
て
も
大
切
で
、
一
般
市

民
に
認
識
し
て
頂
く
だ
け
で

地
域
社
会
の
利
益
に
な
る
こ

と
は
多
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
魅
力
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
な
ど
、
楽
し
く

学
び
明
日
か
ら
役
立
つ
知
見

の
発
信
を
お
願
い
し
た
い
で

す
。

―

昨
年
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、

　
多
忙
と
の
こ
と
で
す
が
、
趣

　
味
な
ど
の
時
間
を
大
切
に
し

　
な
が
ら
、
是
非
ご
活
躍
い
た

　
だ
き
た
い
で
す
。

（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
）

詳細は北海道厚生局のホームページをご確認ください。
https://kouseikyoku.mhlw.go.jp/hokkaido/iryo_shido/r02kaitei_00001.htmlURL

出典：国立感染研究所

お問い合わせは、北海道保険医会事務局まで。　　
 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

休業保障共済保険保険医年金
申込
期間

募集中！

4月1日～6月25日
（責任開始日：9月1日）

申込
期間
4月1日～5月25日
（責任開始日：8月1日）

・予定利率は１.２５９％
・月払は１口１万円（最大３０口まで）
・一時払は１口５０万円～
・加入5年以降なら何歳からでも年金受給が
  できます（4種類から自由に選択）
・掛金の中断・再開もできます

公的年金の上乗せに最適

・最長730日までの長期保障
・掛金は加入時のまま満期まで
  変わりません
・掛け捨てではありません
 （加入後3年以上の場合）
・自宅療養でも代診をおいても給付
・所得補償などとの重複受給もOK

突然の病気やケガでの休業も安心

4月1日～6月25日

最大３０口まで）

募集中！
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2020年改定におけるQ&A
（3/5厚労省資料より改編）

●
お
申
し
込
み
は
本
会
事
務
局
ま
で

新
点
数
関
連
出
版
物
の
ご
案
内

☎
０
１
１-

２
３
１-

６
２
８
１

歯科
歯科点数早見表

会員価格
※全国保険医新聞3月25日号同封

※3月20日発送 ※3月20日発送（開業会員）

500円

歯科
歯科診療報酬
2020年改定の要点と解説

会員価格 2,000円

医科
保険診療便覧

会員価格
※5月上旬発送予定（開業会員）

3,500円

医科
新点数運用Q&A

会員価格
※4月下旬発送予定（開業会員）

1,500円

医科
診療報酬常用点数
早見表

会員価格
※全国保険医新聞3/25号同封（開業会員）

500円
（診療所用・病院用）

医科
点数表改定の
ポイント

会員価格 3,000円

※テキストの写真は、一部は前回改定のものです。本のタイトル等、変更することがございます。

　歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準 第2の７ １（４）
「歯科外来診療における院内感染防止対策に係る職員研修を行って
いること」とあるが、
①関係職員が適切な研修を院外で受講している場合は、基準を満た
　すか。
②歯科医師会等が主催する研修に職員が参加する必要があるのか。
　それとも院内で研修を行えば良いのか。
③院内研修は、歯科医師が講師で研修を行えば良いのか。それとも
　外部の講師が必要か。

【歯科初診料及び歯科再診料について】
Q1 　「初診日の属する月から起算して6月を超えて歯科疾患の管理及び

療養上必要な指導を行った場合」とされているが、初診月に歯管を算
定し、その後継続して6月を超えて歯科疾患の管理等を行った場合の
み要件を満たすと考えて良いか。例えば、初診日の属する月の翌月に
1回目の歯管を算定した場合は、その後6月を超えて歯科疾患の管理
等を行ったとしても当該加算は算定できないという理解か。

【歯科疾患管理料の長期管理加算について】
Q1

①満たす。
②研修については外部研修、院内研修を問わず実施すれば良い。
③院内の歯科医師で可。

A1

　（前半）算定できる。（後半）最初の歯管を起点とする訳ではない。A1

　令和2年3月31日以前に初診日がある場合は、その属する月を当該
加算の起算日として差し支えないか（例えば、令和元年10月1日初診
であれば、令和2年4月1日に加算の算定は可能か）。

Q2

　差し支えない。A2

　令和2年4月の時点で、初診月から6月を超えている患者の場合は、
令和2年4月からいきなり長期管理加算を算定できるか。

Q3

　その通り。A3

　初診月から6月を超えた後は、歯管を算定する度に、毎回100点（ある
いは120点）を算定できるということか。それとも、6月を超えた後の最初
の歯管の算定日に加算し、その後6月ごとに1回加算できるということか。

Q4

　（前半）その通り。A4

　算定要件の「初診日の属する月から起算して2月以内に1回に限り
算定する」の文言が削除されたが、この理由で1回目の歯管が算定
できず6月以上継続的に管理しているような場合、4月以降は歯管を
算定し、引き続き継続管理は可能か。

Q5

　4月以降、歯管及び長期管理加算を算定可能。A5

　新設された長期加算については、4月の歯管算定から6月を超えた
場合に算定要件を満たすと考えるがいかがか。

Q6

　初診日から6月を超えている場合には、4月以降、歯管及び長期管
理加算を算定可能。

A6

　現行では、1回目の歯管は「初診日の属する月から起算して2月以
内に」算定することになっているが、令和2年4月以後は、初診から2
月経過した後でも、初回の歯管を算定可能か。それならば、初診が6
月より前の患者で、今まで一度も歯管を算定していない患者でも、令
和2年になれば初回の歯管（長期管理加算も）算定できるか。

Q7

　その通り。A7　「初診日の属する月から起算して2月以内に1回に限り算定する」の
要件が削除されたが、例えば初診日の属する月から起算して3月目
に1回目の歯管を算定することも可能か。

【歯科疾患管理料について】
Q1

　可能。A1 　SPTを実施して歯周組織の改善が認められたため、SPTの算定要
件を満たさなくなった場合は、SPTから歯周病重症化予防治療に移
行し歯周病の治療・管理ができるものと考えるがいかがか。

【歯周病の包括管理】
Q1

　その通り。A1

　歯周病重症化予防治療の算定後に、４㎜以上の歯周ポケットが
確認された場合は、引き続き本区分を算定するのか。それともSPTな
どを算定することができるのか。

Q2

　SPTを算定することもある。（歯周病重症化予防治療は算定できない。）A2

　歯管については、従来は「継続的な歯科疾患の管理が必要な患
者」となっていたが、今改定で「継続的な」の文言が削除され「歯科疾
患の管理が必要な患者」となっている。これについて、（１）「インレー
脱離」の病名でのインレー再セット等、継続的管理を行っていない
患者についても算定可能になったとの認識で良いか。（２）その際、
歯管として求められる管理内容はどのようなものが想定されるか。

Q2

　算定できない。取扱は従前の通り。A2

　上記施設基準の第2の７ １（４）及び（７）について、
①令和2年6月30日までに再届出は必要か。
②もし、再提出が不要な場合は、追加された基準の確認はどのよう
　な方法か。

Q2

①職員に対する院内感染防止対策の研修については、新たな届け出
　は不要。
②7月報告において確認。

A2

　職員研修が必要な「関係する職員」とは具体的にどのような者か。
また、非常勤職員や事務職員を含め、全員の受講が必要か。

Q3

　「関係する職員」とは常勤非常勤に限らず、診療室で診療補助、医
療材料などの準備、器具等洗浄・滅菌等に従事する者（受付業務の
みを行う者は含まない）。

A3

　職員研修は今回の改定で新設されるものであるが、その取扱いは
どうなるのか。

Q5

　職員研修に係る施設基準は、届出ではなく7月報告とする。なお、
現在歯科点数表の初診料の注１の届出を行っている医療機関は7
月報告までの間は本規定を満たしていると見なす。

A5

　研修内容については、どのようなものか。Q4

　様式2-7に院内感染防止対策の研修のテーマの例を示しているの
で、参考にされたい。

A4


